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フロネシス・ラーニングに基づいた取り組み
「当社SaaS部でのマルチスキル化＆マルチタスク化」

本書巻末

当社SaaS部での取り組み
　マルチスキル化＆マルチタスク化活動は、主担当業務だけで
なく、メンバー業務を把握しそのスキルをお互い共有し効率化
する試み。互いに教え合い、学び、チーム全体が成長するという
プロセスで、チーム内フォローを行う体制です。  
 
　この試みを形にするため、業務（タスク）と担当者（スキル）双方
の組み合わせから、次のマルチスキル化を模索するという方法
で検討し、「星取表」 （下図） を活用した、活動の進行状況管理を
始めました。

●研修サービス企業のSaaS部
　研修サービス会社にSaaS部？と、思われる方もいらっしゃる
のではないでしょうか。当社のSaaS部では、主業務としてeラー
ニング受講環境など教育研修にかかわるシステムをSaaSサー
ビスにてご提供し、それら教育管理システムの企画、開発、運用
を支援する業務を担当しています。  

　情報システムは普通に稼動して当然！という世の中で、私たち
は想定外の緊急事態に対しどのように対応し、スムーズに研修
サービスを支え、継続的にお客様へのサービス提供ができるか
を考え、日々の業務に当たっています。

●SaaS部の抱える課題
　SaaS部では、これまで各自が多忙な業務を抱えてしまう状態
が続き、現状の業務改善がチームの課題となっていました。この
状況下で、当社の社会的責任である「研修」「教育システム運用」
の業務停止をさせずに、お客様にサービス提供するための体
制づくりが課題となったのです。  

　そこで、勤務体系として「コアタイム廃止」「在宅勤務」を導入
し、ビジネス継続の環境整備を行いました。しかし、その後新型
インフルエンザの猛威や不況なども影響し、それだけでの対応
は難しく、チーム全員が改善意識を持ち行動を行う必要がある
ことに気づき、各業務の洗い出しと、精査を行いました。そして
不測の事態発生時でも、実業務を継続できる環境を模索し、ひ
とつの答えにたどり着きました。

 この過程から、SaaS部のマルチスキル化＆マルチタスク化活動
への取り組みへつながったのです。

　本誌第2号よりご紹介している「フロネシス・ラーニング」のコンセプトでは、「個人の成長が会社の成長につながる」と
いう考え方のもと、個人の成長を促す  

「一人ひとりが明るく、元気で、前向きに、楽しく働ける環境」 
を目指しています。
　フロネシス・ラーニング実現のためには、こういった環境を目指し、自己研鑽と組織研鑽のための「場」を作りだすことが重要
と考えています。
　本号では、互いに教えあい、謙虚に学び、『共に成長する』ことで、チーム内コミュニケーションを活発にし、課題に対して果敢に挑戦して
いる事例をご紹介します。

マルチスキル化＆マルチタスク化の活用術

『共に成長する』ということ

　そのほか、部内で「自己紹介」 「成功経験プレゼン」 「1日朝1回、
5分で記入する業務予定メール」「10分のスタンディングミーティ
ング」など、コミュニケーション能力を高める策を多数実施、課題
とその対応について、チーム全体の動きを知る機会を持ち、マル
チスキル化＆マルチタスク化を促進しています。

　マルチスキル化＆マルチタスク化活動を通じ、各業務において主担当者が他メンバーに業
務を教え合うプロセスが整ってきたと感じています。結果として、互いの業務把握、自身のスキ
ル向上、そして業務効率化と、課題に対してチーム内で解決できる下地を作り、どのような状況
下においても、意志疎通が行える環境が整いつつあります。これは多様な働き方を支える「ワ
ークライフバランス」の実現にもつながっています。チームとして、互いに教えあい、謙虚に学
び、『共に成長する』ことで、チーム内のコミュニケーションはさらに活発になり、課題へ果敢に
挑戦するという、「フロネシス・ラーニングの成果」をチーム全員が感じるようになっています。

フロネシス・ラーニング：
　一人ひとりが成長することにより、個人の知が組織の知となり、さらに組織の知が個人を刺激するという成長の
　スパイラルにより強い会社に成長していくこと

フロネシス（賢慮、実践的知恵、実践的推論）：
　教え込まれる知識ではなく、仕事の文脈のプロセスで個々の経験から得られる直感により判断や行動が
　できること（出典：「経営の美学」　野中郁次郎　嶋口充輝／価値創造フォーラム21〔編〕）

チームで利用している「マルチスキルの星取表」

「10分スタンディングミーティング」の様子

メンバーの課題を皆で把握し、持ち時間は1分！
検討が必要と判断した課題はこの場で検討せず、
別途ミーティングを設定。

この凡例では、 
「●保有」、 
「◎取得中」、
「△取得予定」
と分類。

各メンバーが
担当、業務から
全体の進捗確認、
管理ができるよう
に工夫。
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特集「新入社員研修」の準備は万端でしょうか？

　お客様の要望に応じた新入社員向けのハイブリッド研修（※）
と研修のオーダーメイドも承っておりますので、これらの概要を
簡単にご紹介いたします。 

※ハイブリッド研修・・・eラーニングや講習会、遠隔研修など、さ
まざまな学習形態を組み合わせた研修。（2009年11月2日から
提供）

　以前から遠地のお客様に『コストを抑えて研修を受けさせた
い』、研修をご受講いただいたお客様からは『遠地の新入社員
に同じ研修を受けさせたい』とのご要望をいただいていました。
　また、インフルエンザの感染により一時的に集合研修が休止
された例もあり、当社ではその対応策も求められていました。こ
れらの要望を解決する研修として「新入社員向けのハイブリッド
研修」を提供いたします。

■研修の内容
　従来の「ロジック研修(Java)」を複数の学習形態で組み合わ
せて、新入社員が効率的かつ効果的に学習できるようになって
います。

　これらは講師の裁量で臨機応変な対応をし、良い緊張感が維
持されます。このような工夫をお客様と連携を行って取り組める
のは、オーダーメイドだからこそではないでしょうか。お客様の
ご要望も一度当社にお問い合わせください。豊富な実績からご
期待に合ったご提案に導きたいと思います。

（サービス部　冨加見 卓弘）
（コンテンツ部　黒地 満つる）
（ビジネス推進部　山田 美紀）

　『多少のコストをかけても自社の風土を活かして新入社員を
育成したい』というお客様もいらっしゃるのではないでしょう
か？
　お客様先にて研修を実施する「オーダーメイド研修」も定期
講習会コースと比較し、かなりの割合で対応させていただい
ております。この取り組み内容の一部をご紹介します。
　たとえば、システム開発の流れを体験する研修 「システム研
修」では本来の狙いのほか、お客様の企業DNAの継承が少し
でもできるようにと、弊社の標準カリキュラムをベースとして
お客様のさまざまなこだわりを盛り込んで研修に仕立て上げ
るケースもあります。

　昨年10月より2010年度「新入社員研修」のご案内をしております。当社主催の新入社員研修セミナーも好評につき無事終了いたし
ました。これから新入社員研修に向けての動きが活発になってくる頃です。準備は整っていますでしょうか？そこで今回は、新入社員
研修のサービスラインナップを再度ご紹介いたします。

なぜ当社の定期講習会新入社員育成カリキュラムが選ばれるのか？

カリキュラム・運営・講師の３つが良い！！

　お客様の声を分析すると当社のカリキュラム・運営・講師の
良さが決め手となり選んでいただいていることがわかります。
　たとえば、当社は「富士通ラーニングメディア」という名前から
「ITエンジニア」向け研修ベンダーのイメージが強いようですが
2009度から「ITソリューションセールス」向けのカリキュラムをご
提供してご好評を得ております。
　運営の一例として新入社員が作成する日報は、講師がコメン
トを記入、教育担当者様にも送付し情報共有をします。研修見
学も可能で、成果発表会があるコースでは新入社員の成長を実
感することができます。新入社員の状況をまとめる成績書はか
なりの好評価をいただいており、これを配属の判断基準に活用
される教育担当者様もいらっしゃるほどです。
　講師は、段階的なスキルアップを測るカリキュラム構成の中
で新入社員のマインドやQCD(品質・コスト・納期）も丁寧に指
導します。
　また、当社の新入社員研修は、当社だけが努力をして進める
のではなく、新入社員・お客様担当者の皆様と三者一丸となっ
て取り組むことで評価をいただいています。

　今般当社の新入社員研修は上図のように「①新入社員育成専
用カリキュラム」に、「②新入社員育成おすすめコース」「③新入
社員育成関連コース」の二体系を加えたものになっております。
　「①新入社員育成専用カリキュラム」（全13種19コース）は、当
社の新入社員育成コンセプトに基づき育成を行います。
今回「②新入社員育成おすすめコース」に「PICK UPコース」を設
けています。 『新入社員の業務スキルを向上させたい』 『プログラ
ミング言語の基礎をしっかり学ばせたい』 というご期待に添える
よう当社の豊富なコースの中から、Word、Excel、PowerPointと
いったITの基礎とプログラミング技術の基礎コースを選びまし
た。これらで新入社員の即戦力化を図ってみてください。
　ただ新入社員ばかりに目が行ってしまい、入社前のフォロー
や上司や先輩社員の教育を忘れていたということはないでしょ
うか？「③新入社員育成関連コース」も重要な視点を込めていま
す。最近では、人を育てたことがない中堅社員や管理職の方も多
いそうです。受け入れる側の準備も万端に整えたいですね。

お客様のさまざまな要望にも対応できる！！

■メリット
（1）学習のテーマ・目的に合わせて最適な学習形態を組み合わ

せるため学習効果が向上します。
（2）集合研修に比べて低価格です。また、交通費や宿泊費がか

かりません！
（3）お客様の会社内でご受講いただけるため、いつでも新入社

員とコミュニケーションを図ることができ，学習状況も直接
確認できます。

 詳しい概要はWEBページにてご確認いただけます。

お客様の風土文化を盛り込んだ新入社員
研修はいかがですか？

新入社員研修のコストパフォーマンスを
向上させたい！

当社の新入社員研修の専用サイトもご用意しております。 一度
ご訪問ください。

http://www2.knowledgewing.com/shinjin/index.html

新入社員研修専用サイト

新入社員育成に対するお客様の悩み

・「技術面だけでなく、マインドやビジネススキルもきちんと指導
するにはどうしたらいいのか？」

・「自社だけでは新入社員育成に手が回らないし、不安が多い。」

・「採用は少人数だがより多くの新入社員と交流させたい。」

・「配属職種に適した研修はないか?」

当社をご利用になったお客様の声

・「技術的な内容もよく、社会人としての自覚も学んでいる。
学んだことを実務で活かす意識や態度が見られる。モチベー
ションが上がった状態で会社に戻ってきた。」

・「他社と比較して熱心に指導してくれ、一人ひとりの様子を
しっかり見てもらった。定期的な報告により連携して運営
されている。」

・「他社の新入社員と触れ合うことで時間管理やチームワーク
の大切さを学んでいる。」

・「SE向け・営業向けといったコースを柔軟に組み合わせられ
る。」

ITエンジニア向け

今回からご紹介 !!

•

・会社の仕組み
・マナー・マインド
・ロジカルシンキング・問題解決
・プレゼンテーション・文書作成

富士通ラーニングメディアの
新入社員研修の特長は
『カリキュラム・運営・講師』

新入社員セミナー
事前説明会も開催

2009度から提供

•

新入社員育成 ラインナップ

ビジネススキル

ITソリューション
セールス向け

③新入社員育成
関連コース

入社前研修 OJTトレーナー
向け研修

フォロー

技術深堀

PICK UP
コース

ITの基礎 プログラミング
技術

・ロジック研修
・プロジェクト活動の基礎
・システム研修
・ITトレンド研修

・IT基礎知識
・ソリューションプロセスの理解
・提案実践①新入社員育成

専用カリキュラム

新入社員育成

②新入社員育成
おすすめコース

スキル
測定

アルゴ 
リズム

Java
基礎

ロジック
構築ラリー

スキル
測定

遠隔
(1日)

e L
(2日)

遠隔
(5日)

遠隔
(4日)

遠隔
(1日)

初日にスキルレベルを測定し、スキルを 
明確に。

基礎のアルゴリズムは、各人のレベルに
合わせて進められるeラーニングにて学
習。疑問点はメールで質問。

Javaプログラミングの基礎は、長時間
でも飽きさせない遠隔研修により学習。

遠隔研修で各人のレベルに合わせた
「課題作成とレビュー」を繰り返す。

初日からどれだけ成長したかを測定。

■具体的な工夫

　●お客様の社是に則った振る舞いを指導する。
　ビジネスマナー実践の場として、新入社員に実際の
　電話やメールで本当のお客様とアポイントメントを
　取らせる。 

　●お客様も研修参画する。
　突然職場の先輩が見学と称してお客様のエンド
　ユーザー役として参加していただく。 

　●お客様自身でアドバイスをする。
　演習課題システムの出来具合をごらんいただき、 　
　配属後の振る舞いのアドバイスを行う。
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サービス担当者だより

［コンサルティングサービス］コンサルセミナーを開催しました。 

成長のスパイラルをまわすために

　セミナーでは、「個人の感動、組織の感動、お客様の感動を
目指して」を副題としました。人が学ぶうえで、「感動」が成長
のスパイラルをまわすためのエネルギーになると考えるから
です。人は「言ってることは分かるし、正しいと思うけど・・」と
理解しただけではなかなか行動できません。「本当にそうだ
なぁ。すごいなぁ。」など感情が動き、感動することによって、
はじめて自発的に行動することができると考えています。

【謙虚に学ぶ】
　学んだ結果、得た「知」は
「勉強して自信がついた」
「新しい知識が増えてうれし
い」という喜びや楽しみ、「この勉強は本当に役
に立つのか」という不安など、さまざまな感情
が結びついています。（これらの知にまつわる
感情を、「感情の知」と定義）
　この感情の知が、さらに学ぼうという意欲になり、仕事で使
ってみようという行動につながります。感動が大きければ大き
いほど、次の行動を喚起するエネルギーが大きくなります。

【果敢に挑戦】
　挑戦した結果、仕事が成功すれば、達成感や満足感などの新
たな感情が生まれ、「知」が成長します。

お客様の感動を目指して
　現在、富士通ラーニングメディアでは、「組織活性化コンサ
ルティングサービス」をご提供しています。
　組織とは、一人ではできないことを人々が協力・連携して目
的を実現していくためのものです。その機能を最大限に発揮
するために3つのポイント「 ①目的が共有される」「②自分の役
割を理解し貢献する」、「③社員が互いに理解し協力する」が必
要です。この3点を下支えするのが感動であり、それを生み出
す「場」です。私たちはフロネシスラーニングの実践で得た経
験や、さまざまに試行錯誤を繰り返したプロセスを元にお客
様の「場づくり」を支援しています。
　お客様に対して「知（真の価値）」を提供することで、お客様
に感動していただき、お客様の中でフロネシスラーニングを動
かし、感動を共有しながら、さらに元気な会社になるためのご
支援をしていきたいと考えています。

　現在、当社で実践している「フロネシスラーニング」をお客様
に知っていただく目的で2009年9月16日、コンサルセミナーを 
開催しました。セミナー主旨の「感動が個人を元気にする」とい
う視点をご紹介します。

感動が新たな行動を喚起する

【共に成長する】
　共感した知をより深く理解し、「組織の知」として、さらに磨き上
げていきます。個人の「感情の知」の集合が組織の感動になり、大
きなエネルギーで目標に向かうことで、共に成長していくことが
できます。

　場づくりは、現場の担当者だけではなく、リーダーや幹部社員
の働きかけが鍵になります。現場で日常的に起こっているささい
な出来事でも、そこには小さな感動体験があります。この感情の
知を風化させてしまうのではなく、エネルギーに変えていくため
にはリーダーが変化をとらえそのタイミングを感知し、場づくりす
ることが必要と考えます。

リーダーは変化をとらえてタイムリーに「場」をつくる

　この段階では、個人の挑戦であるため、「知」は個人の中にだけ
蓄積されます。元気な会社になるためには、それを組織の知にし
ていく「場づくり」が重要です。

【互いに教えあう】　
　人と会話をしたときに、「同じような経験しているな」といった、
共通体験を基に話が進むということがあります。共感という「感情
の知」が結びつき【互いに教えあう】ことで感動を生み、更なるレ
ベルアップが図れると考えます。

サービス担当者だより

［研修管理サービス］KnowledgeC@fe in SaaSが提供する 新たな『知の共有』

当たり前になった動画コンテンツ

　それを実践しているのが、本冊子第2号でご紹介した台湾
の航空会社である復興航空殿です。カメラの前にパイロット
が座り、操縦のポイントや空港の特徴を実体験から説明する
といった動画を活用しています。
　多忙なパイロットでも容易に教材を作れる仕組みを構築
することで、大きな成果をあげていらっしゃいます。
　特別な教材作成の知識は必要としない動画はその手段と
して適していたというわけです。

　また、実際の操作や技術などの教育は、静止画や文字だけ
では伝わりにくいものです。　eラーニング化するにしても、
シミュレータータイプと呼ばれる大掛かりなコンテンツとな
ってしまい、価格的にも制作時間的にも難しいものがありま
した。

　今、インターネットの世界では、動画が当たり前のように使
われ始めています。
　テレビCMの配信、映画の予告編といった企業利用から、
携帯電話のカメラ機能で撮った動画をSNSにアップする、と
いった個人利用まで幅広く使われています。
　動画コンテンツを流す
無料サービスも数多くあ
り、すでに「動画」が当たり
前にインターネットで流
れる時代になりました。
　皆さんもインターネット上の動画コン
テンツを、一回はご覧になったことがあ
るのではないかと思います。

　このように、気軽に手軽に閲覧・利用できるようになった
動画を、eラーニングで用いたらどうなるでしょうか？

　皆さんは初めてパソコン
に触れたときのことを覚え
ていますか？　その頃はイ
ンターネットなどなく、ダイ
ヤルアップでパソコン通信
だった、という方もいらっし
ゃるでしょう。モデムがたて
る音が、世界と接続する音に聞こえてワクワクしたことはない
でしょうか。実は私もその1人です。その頃からパソコンを使
っていた者としては、最近のパソコン事情は隔世の感があり
ます。

　しかし動画をうまく活用することにより、eラーニング化が
容易になります。実際に操作しているところをハンディカメラ
で撮影し、教材として配信すれば、わざわざ教室や実施場所
に集まらなくても、研修が可能になります。
　しかも、eラーニング教材となっていますので、繰り返し、何
度も、必要なときに、確認することができるという利点も加わ
ります。

　KnowledgeC@feでも動画を利用できるサービスを開始
予定です。動画を利用してみたいというお客様はもちろんの
こと、研修形態についてのお悩みをお持ちのお客様にも、新
たなご提案をさせていただく選択肢が増えました。

　ぜひ、お悩みをお聞かせください！

（SaaSサービス企画担当　佐々木 光）

組織の知として
見える化する

経験した知を
見える化する

新たな知を
身につける

互いに教えあう

共に成長する 謙虚に学ぶ

果敢に挑戦する

知

組織の成長 個人の成長

自己研鑽の場　組織研鑽の場

エクセレンスを創出

新たなステージへ

成長の
スパイラル 喜び

自信
心配

そういう考え方も
あるんだ。

あの人も同じこと
感じていたんだ。

　　　　　（組織活性化コンサルティング担当　宮川 和美）

動画を活用したeラーニング

KnowledgeC@fe は次のステージへ

個の『ナレッジ』から組織の『ナレッジ』へ

　このように、動画はeラーニングコンテンツになじみやす
い性質を持っています。

　これらが伝えようとしているのは「個人のナレッジ」です。
動画を使った研修を行うことで、個の『ナレッジ』から組織の
『ナレッジ』へと、『ナレッジ』も成長していくのです。

動画を使った新しい研修を
体験してみませんか？　
お気軽にお問い合わせください

今までできなかったファシリテーションが
会議でつかえるようになった！

　●手軽に撮影することで、

　ちょっとした「気づき」を

　すぐに、簡単に共有できる

　●職人技と呼ばれるような、

　個人の暗黙知の中に

　埋もれている技術を伝承できる

　●言葉や絵では伝えることが難しい

　機械の操作方法などを、実際に操作している映像で

　見せることができる

学ぶって楽しい
新しいこと知ることは
ワクワクする

～個人の感動、組織の感動、
　　お客様の感動を目指して～
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サービス担当者だより

[コンテンツ受託サービス]ｅラーニング教材設計の重要性 ～コンテンツ受託開発サービスの活用～

　皆さんの会社ではどのようにｅラーニングを活用していま
すか？
情報共有を目的として素早く簡単に作って配信するもの、全社
一斉教育のため集合研修から置き換えるもの、PC画面で操作
練習をするものなど、用途はさまざまだと思います。
　当社ではお客様のさまざまな要望や内容に対応したｅラー
ニングコンテンツの受託制作を行っています。

設計の大切さ

ｅラーニングコンテンツの制作工程

　まずは、どのような対象者に何を教えるのかを整理します。
学習対象者はどのようなレベルの人で、教える内容について
どのレベルまで到達してほしいかを明確にします。　
　学習目標をきちんと決めておけば、作成した教材の効果が
あったのか、改善するとしたらどこなのかを後で検討すること
ができます。
　また、学習者のPC環境、学習管理システムなどの配信方法
もここで確認しておきます。

　ｅラーニングはひとりで学習をすすめるので、学びやすいよ
うに作成しなければなりません。
学習の初めに興味を引く内容を入れたり、情報を提示する方法
を工夫したり、繰り返し練習できるような仕組みを考えます。
これを設計書のかたちに作成します。

ステップ１（対象者と目標を整理）

　次に、教える内容の構成を決定します。
PowerPointや元になる教材をお持ちの場合は、それが元になり
ます。
学習課題の分析を行い、教材の構成を作成します。
　作成する教材の内容によって、いろいろな分析のしかたがあり
ます。①物事を覚える教材は、項目をかたまりごとに分析する、②
応用力を養う教材では階層的に分析する、③技能を教える教材
では手順を分析する、などです。
　学習の到達レベルを判定するためのテストも、この段階で作成
します。

ステップ２（教える内容を考える）

　設計書ができたら、いよいよ制作にはいります。
コンテンツの素材となるイラストの作成、
映像やナレーションの撮影・録音を行いま
す。これらの素材を組み合わせてコンテン
ツの組み立て完了です。

　当社では、すべての制作コンテンツは品質保証部門の出荷検
査を通さないと出荷できないルールになっています。厳しい検
査に合格して完成となります。

ステップ３（設計書を作る）

ステップ５（品質検査）

ステップ４（ｅラーニングコンテンツの制作）

以上、作り方を簡単に説明しましたが、もちろんそれぞれのステップ
でお客様のレビューを行い、お客様とともに作り上げていくことに
なります。

学習効果の高いコンテンツ制作には、上流工程が大切なことは理
解していても具体的にどのように行えばよいかわからない場合が
多いと思います。

当社では、このようなご要望にお応えして、皆様にお使いいただく
ためのあらかじめ設計した教材を準備してあります。

次回は、あらかじめ設計され、当社のノウハウがつまった教材であ
る受託開発サービス「らくらくパック」についてご紹介します。

（コンテンツ受託開発担当　戸田 博人・武田 規歩）

　ｅラーニング制作は、コンテンツに組み込む映像やアニメーシ
ョンなどの制作が注目されがちですが、学習効果をあげるために
は、基本的な設計などの上流工程をきちんと行うことが大切です。

　すでに手元にあるPowerPointを使ってｅラーニ
ング教材を作成する場合や、動画とプレゼン資料
を同期させて配信するような教材を作成する場合
にも、設計を意識することにより、教育効果の高い
教材を作ることができます。

　今回は、私たちが受託制作を行う流れを紹介しながらｅラーニ
ング教材の開発で行うべきことをおさらいしてみます。皆様がご
自身でコンテンツを作るときや、委託する際の参考にしていただ
ければと思います。

教材設計のノウハウ
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コース企画者／講師の　よもやま話

　「クラウドコンピューティング」（以下、クラウド）という言葉が
世間を席巻しています。正直そんなに強烈な影響を持っている
のか？と疑問に思うほどかもしれません。ビジネス的／技術的
な側面からクラウドをどのようにとらえたらいいのか、頭を悩ま
せている方は多いのではないでしょうか。

　スキルの観点で俯瞰すると、現在の状況はメインフレーム時
代にオープン化の波が押し寄せたときと似ています。技術者が二
極化し、両方のアーキテクチャーを扱うことができる技術者は少
なかったように思います。そのため、リスクが予測しづらく、オー
プン化プロジェクトで苦労された経験がある方もいらっしゃるの
ではないでしょうか。まずは、時代を見据えてこれまでの技術をし
っかり確認したうえで、次の時代の技術をとらえていくことの必要
性が、重要な教訓として残ったと思っています。

クラウド時代に向けたコースマップの提供開始について

オープン化時代の教訓

　さらにWeb化の波が押し寄せたときを振り返ると、導入に積極
的な企業、慎重に導入を検討した企業と分かれたものの、新しい
パラダイムを受け止めながら前に進んでいったように思えます。
このクラウドの動向も同様に、対応は二極化しつつも徐々に進ん
でいくのだと思います。
　将来的には、「すべてのシステムがクラウドに置き換わる」、「ク
ラウドを受け入れない」という極端な状況は起こらないと、考えて
います。このように想定したときに、これまでのスキルとクラウド
時代に求められるスキルの両面から準備を進めていくことが過去
の教訓を活かすことにつながるのではないでしょうか。
  当面はクラウド化の方向性を探りながら、ITコストの削減、競争
優位性を確立することをねらってあるべき姿を検討していくこと
になると思います。クラウド時代が本格化する前に、これまでの技
術知識やスキルを確実に整理しておくことをお勧めします。一方
で、クラウド時代に必要な技術知識やスキルを段階的に習得して
いくことで、クラウド時代に対応できる人材が育っていくのではな
いかと思っています。
　当社はこの考えに基づき、2010年度からこの両面をとらえた
コースマップをご提供していきます。クラウド時代に向けたコース
のラインナップは今後充実させていく予定です。ぜひご期待くだ
さい。　　

（IT戦略研修担当　城能 雅也）

クラウド時代への備えは、「温故知新」の心構えで！

コース企画者／講師の　よもやま話

クラウド時代に向けたコースマップの提供開始について

分析 設計 開発 実施 評価

ニーズ分析
対象者分析
前提設定
目標設定

・
・

基本設計
構成設計
テスト作成
ライティング

・
・

素材作成
オーサリング
動作検証

・
・
・

システム運用
コース運用

・
・
・
・

アンケート
集計・分析

・
・
・
・

メインフレーム時代
（集中化）

オープン化時代
（分散化）

クラウド時代
（集中＋分散）

人材育成に関して似たような
「パラダイム転換」が

起こっている

オープン化時代に向けて
メインフレーム技術を

オープン系の技術に変換

クラウド化時代に向けて
メインフレーム技術、オープン技術を

クラウド技術に変換

オープン化の波 クラウド化の波

これまでの必須技術を整理する
コース群

クラウド時代に向けた
コース群

両方の側面をバランスよく

メインフレーム時代、オープン化時代に
求められた知識・スキルの整理

（クラウド時代に向けて前提となるスキル）

クラウド時代に新たに求められる
知識・スキルの獲得

◆ＩＴ技術者必修　～クラウド時代に入る前に一度振り返ろう～
◆クラウドのコースマップ

◆クラウド時代に必要となる基盤技術

詳細は、「研修サービスご案内　2010年4月～2010年9月」の「クラウド対応コースマップ」をご参照ください。
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注目コース！！

業務改善のキッカケを見つける ～ホームページ運営者のための改善の進め方～

ホームページ運営のポイントは・・？

コース誕生の背景

　業務改善の3回目は、ホームページ運営者の業務改善をテ
ーマにした「ホームページ運営者のための改善の進め方～
ホームページ運営のPDCA～」をご紹介いたします。

　現在ではほとんどの法人がホームページを公開しています。
　ホームページを新規に立ち上げたり、リニューアルすること
はもちろん重要で大変な作業ですが、それ自身がゴールではあ
りません。
　むしろホームページを継続的に有効活用するよう、日々改善
しながら運営していくことの方が重要です。
　しかしどのように運営していけば良い
か、悩んでいる運営者も多いのではな
いでしょうか？
　当社も例外ではなく、ホームページ運
営者も、日々悩んでいます。

　そこで、このようなホームページ運営者の悩みを少しでも解
消できるコースを提供したいという思いから、下記のノウハウ
を結集させて、当コースは誕生しました。
　・約150社のお客様のホームページ制作・運営支援を担当し
　  てきた部署のノウハウ
　・ホームページを運営している部署の実際の悩みや事例
　・研修担当部署のコースウェア作成のノウハウ

　当コースでは、ホームページ改善のための運営のポイント
を、「PDCAサイクル」にそって説明します。
ホームページの現状把握に必要な観点、要因分析の手法、改
善計画の策定方法や改善実行について、個人演習やグループ
演習を交えて学習します。
また、アクセシビリティ（誰でも使えること）をチェックする便利
なツールなどもご紹介します。

（業務ソリューション研修担当　黒澤 朋子）

　あなたは自社のホームページの目的を認識できていますか？
　ホームページの運営では日々の改善が重要ですが、目的が明
確でないと、本当の改善はできません。
　ホームページ運営者が「自分のやりたいこと、できること」を
改善するだけでは、目的を達成したとは言えません。

　まずはホームページの目的を明確
にし、社内できちんと共有しましょう。

　そして、実際に改善を進めていくう
えでは、「PDCAサイクル」をきちんと
回していくことがポイントになります。

注目コース！！

リレーションシップ強化研修のご紹介

リレーション構築を意識するために

コースの目的

リレーション構築成功の秘訣は？
　リレーション構築を意識する視点が明確になるとすぐに、実
践に移したくなりますが、最初はうまくいっても、なかなか継続
して実践することが難しいものです。これは、他のプロセスと違
って、即座に「受注につながる」という成果が実感できないか
らかもしれません。
　着実に良好な関係を築くためには綿密な計画を立て、行動
に移していくのが成功への近道です。その際は、社内メンバー
を巻き込んだ計画を立てることを心がけてください。お客様先
への訪問では、以下のような方法が、お客様との距離が縮まる
きっかけになります。
　・上司が同行することで、お客側の上司の方も同席いただく
　口実となり、 普段聞くことができない社内情報などが入手
　しやすい。
　・SE部門や開発部門など社内の他メンバーから製品/サービ
　スなどより詳細な説明することで、いつも以上にお客様の
　納得度が高まる。
　ご自身以外が登場するシーンを計画することが営業として
の手腕として評価され、ひいてはお
客様とより強固なリレーション構築
をする要素になるのです。
　ぜひ、ご受講いただき明日からの
商談活動にお役立てください。

　リレーション構築が非常に大切なプロセスであることは分
かっていても、実際に何をするのか具体的に思いつかない
方もいらっしゃるのではないでしょうか。
無計画に努力しても相手にとって興味のない内容では結果
はなかなか伴いません。
　まず意識すべきことは、営業自身がお客様をどれだけ知っ
ているかを認識することです。お客様企業プロフィールに限
らず、お客様が自社に対してどう思っているか、客観的に把
握できているでしょうか。良好な関係と思っていても、都合の
良い「情報提供者」としてお客様に扱われていることも実際
には多々あります。
　また、お客様自身が日頃興味を持っていること、営業に対
し期待していることなど、お客様起点に立って以下の視点か
らアプローチをかける必要があります。
　・「組織人としての」お客様
　・「個人としての」お客様

　昨秋より提供を開始しました、ITソリューションセールス向
けコース体系のご紹介シリーズの3回目です。今回は、お客
様との関係強化のポイントについて学ぶ「実践！リレーション
シップの強化～お客様との一体感を創る～」の特徴をご紹
介いたします。

　本コースは、前号でもご紹介した「ITソリューション実現の
ためのセールスプロセスの理解～個から組織への活動へ～」
で学んでいただいたセールスプロセス全体を通して重要と
なる、「リレーションシップの構築」にフォーカスを当てた研修
です。

　日頃から何気なく行うお客様との関係構築を、意識し、計
画的に行うポイントをご紹介しています。
一例ですが、実際に以下のようなメリットを実感いただくこ
とが期待できます。
　・お客様から信頼されることで、製品
　／サービスの話題だけでなく、お客
　様と会話でき、受注につながる。
　・お客様と良好な関係を築いており競
　合他社の訪問情報が入手できる。
　・トラブル時のお客様から頂くクレー
　ムの度合いが変わる。

【コース名】　「実践!リレーションシップの強化 　　　　　
　　 　　　　　　～お客様との一体感を創る～」

【コースコード】UUR08L

【価格】45,360円（税込）

【期間】1日間

【概要】
・ソリューションプロセスの土台であるリレーションシップ
の重要性を理解し、具体的な手法を修得します。
・ご自身の既存顧客との関係を棚卸して、工夫/強み/得意
技などの実践例を参考に強化プランを策定し、明日から
の活動に活かします。

【内容】
・お客様がITソリューションを導入する際の一般的な悩み
や思考のパターン
・組織人/個人としてみた、相手の立場や状況の把握の視
点、状況に合わせたリレーション構築の方法
・ お客様と自社の関係と強めるためのポイント
・ リレーションシップ確立計画のポイント

【コース名】ホームページ運営者のための改善の進め方
～ホームページ運営のPDCA～

【コースコード】UJS28L

【価格】44,100円（税込）

【期間】1日間

【概要】
ホームページを改善するために運営のPDCAの各フェーズ
で何をなすべきかを理解し、どのように実施するか演習を
通して学習します。また、ホームページ運営の目的の必要性
や評価の観点と分析手法、運営のポイントなどについて学
習します。

（営業研修担当　酒谷 和賢）

ホームページ運営のPDCA

　日々の運営に悩んでいる方、ホームペー
ジの運営自体が目的となってしまい、改善
と言われてもどこから手をつけて良いかわ
からない方などに、ぜひご受講いただきたいコースです。

　演習では、用意したサンプル
ホームページのサイトマップ、
アクセスログデータ、画面例
などをもとに、ホームページ
の目的が達成できているかを
確認し、ホームページのどこ
に問題があるか、どうすれば
良いかを実際に体験していた
だきます。

1.
リレーション
シップの
構築　

2.
営業計画
の策定

3.
商談機会
の発掘

4
提案内容　　
の具体化

5.
提案・説得

6.
内示・契約

7.
ポスト
セールス

【ホームページのライフサイクル】

要因分析

分析 企画 設計
評価

運営開発

改善計画

改善実行

現状把握

【運営のPDCAサイクル】
C

A

P

D

※当コースでは、Webサイトという意味で ”ホームページ” という言葉を使用しています。
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トピックス

「Knowledge Co-Creating人材力診断コンサルサービス」を提供開始！マイクロソフト認定資格（ＭＣＰ）のご紹介

人気：Windows Server 2008関連

資格取得の近道は？

だが、教育受講予算はないし、新規に取得するのは困難だ・・・

Windows Server 2008
について、新機能や技術を

調査したい。

次期システムの見直しを
検討したい。

受講券を取得すれば、1枚につき1日の講習会を無料で受講できます！

　本ページでは、新しくコンサルティングサービスとして提供を
開始しました「Knowledge Co-Creating人材力診断コンサルサ
ービス」(※1)について、ご紹介します。

※1 　「Knowledge Co-Creating人材力診断」は富士通ラーニングメ
ディアの商標です。 

※2 　2000年3月よりサービスを開始し、現在（2009年9月）まで、340
社・約182,000人にご利用いただいている、IT技術者を対象に
保有スキルを数量化して診断するサービスです。自己評価とテ
ストにより客観性の高い診断結果をご提供します。

　あらたに個人のお客様にもご利用いただける「個人向けス
キル診断サービス」の提供についても開始しました！
　「漠然とスキル不足を感じている」「今の自分の強み・弱みを
知りたい」などとお考えの方はぜひご利用ください。 

（人材力診断担当　コンサルタント　加登 好美）

個人向けスキル診断サービスについて

　本サービスは、お客様の「人材力」を診断し具体的な人材育
成計画を策定するためのコンサルティングサービスです。
　経営戦略、事業計画を実現する「人材」と「スキル」の観点で、
現状とありたい姿について調査分析し、今後の人材育成につい
て提言することを目的とします。
　サービスご利用に当たっては、お客様の現状や課題を把握す
るため、弊社コンサルタントがヒアリングをさせていただきます。
ヒアリングの結果をもとに個別に分析軸と比較対象データを選
定できるため、お客様のご要望や実情に合った具体的な「経営戦
略に沿った人材育成計画」や「効果的な人材育成プランの策定」、
「同業界との比較による競争力強化施策」が策定することができ
ます。
　また、「人材力」のITスキルの診断には、当社のスキル診断サ
ービス「SkillCompass®（スキルコンパス）ITpro(※2)」をツール
として活用します。 「SkillCompass® ITpro」が保有する膨大な客
観データを活用し、競合他社との差別化ポイントをより明確に
診断することが可能です。

今、人気MCP資格は？
そして当社の対応は・・・

『トレーニング受講券』をご存知ですか？

サービスのステップ

資格取得の特典

　Microsoft Certified Professional（MCP）資格は、Microsoft社
が提供しているWindowsなどの製品に対するスキルを認定す
る資格制度です。マイクロソフト製品の実践的スキルや幅広い
知識を認定する世界共通資格です。MCP認定プログラムのいず
れか 1 科目に合格すると MCP として認定されます。

　まず、MCP資格取得の特典をいくつかご紹介します。

　■個人
　　・メンバーサイトにて、いち早く技術や製品情報にアクセス

することができる。
　　・技術トレーニング/セミナー、特別なイベントなどへの招

待または、割引受講招待が受けられる。

　■企業
　　・サービスの改善、生産性の向上、技術力の強化により、

顧客の満足度を増加させサポート費用を減少させるこ
とができる。

出展：マイクロソフト社のWebサイト
http://www.microsoft.com/japan/learning/mcp/default.mspx

　現在、最も人気の高いMCP資格は、Windows Server 2008
関連のものです。Windows Server 2008のMCPは、即戦力の
証明になりますが、出題範囲が広く学習が難しいのも事実で
す。他の資格試験と同じように、やはりぶっつけ本番で臨むよ
りMCPの試験の特徴をつかむことが重要です。

　そこでお勧めなのがマイクロソフト認定プロフェッショナル
（MCP）資格に対応した研修です。
研修では実機を使いながら、短期間で必要な知識を習得する
ことができます。

 実機を使うことで、単なる知識習得以上
に、効果的な学習ができます。また、試
験によっては、シミュレーター問題があ
り、実際の操作を行い解答するものもあ
るため、実機の操作経験は必須です。

　資格取得には、やはり認定コース受講が一番の近道です。教
育予算の削減などがあり、受講が難しいとお悩みの方も多いの
ではないでしょうか？マイクロソフト社ライセンスプログラムの
特典の１つに『トレーニング受講券』があるのをご存知でしょう
か？マイクロソフト社とソフトウェアアシュアランス契約をされ
ているお客様は、当社で開催しているマイクロソフト認定コー
ス（MSU）を、その受講券でご受講いただけます。

　また、近年、「仮想化」というキーワードが注目されています。
仮想化とは、1台のコンピュータ上に複数のOSを動作させるこ
とで、サーバ台数を削減し、効率的なシステム運用を可能にす
る仕組みです。Windows Server 2008に搭載されている仮想化
技術である「Hyper-V」を対象とした資格も人気が出てきていま
す。当社としても現在「Hyper-V」関連の講習会も企画中です。

（マイクロソフト認定教育センター担当　水野 誠）

最近の注目：Hyper-V関連

たとえば・・・

このコースを受講したいとき・・・
Webから申請

受講券5枚分を取得すれば、
5日間のコースを
無料で受講できます！

上記制度をご活用いただき、受講促進にお役立てください。

目指せ資格取得！！

◆MCP資格お勧めコース

70-642

試験番号 資格試験名

TS: Windows Server 2008 Network
Infrastructure, Configuring

WindowsServer2008ネットインフラの構成と
トラブルシューティング

コース 当社コース
コード

UCS91L

期間

5日間

5日間

5日間

70-640

70-646

TS: Windows Server 2008 Active Directory,
Configuring

PRO: Windows Server 2008, Server
Administrator

WindowsServer2008ADドメインの構成および
トラブルシューティング

Windows Server 2008 のサーバーの計画と管理

UCS92L

UCS98L

「Knowledge Co-Creating
　  人材力診断コンサルサービス」とは？

経営戦略／事業計画

人材育成戦略

求める人材像・スキル

貴社の人材力

他社の人材力

比較分析

比較分析

新規事業へ参入していきたい。
どんなスキルを強化したらいいだろう。
またその施策は？

経営戦略に
沿った人材育成
計画の策定 競争力強化

施策の策定

現状の課題や状況を把握するため、
ヒアリングをさせていただきます。

ステップ１

ステップ2

ステップ3

ステップ4

診断準備

診断

分析評価

定着（オプション）

人材力診断の準備をします。
　・分析仕様の検討、スケジュール策定
　・対象者/職種の選定、現場への啓蒙支援など

人材力診断を実施します。
　・人材力診断実施
　・個人診断結果表示、診断CSVデータ提供

診断結果から現在の状況（As Is）と、
貴社の経営戦略・事業計画に基づい
た目標の姿（To Be）とのギャップを
分析し、今後の人材育成について提
言します。
　・今後育成すべき人材、強化すべきスキルな

どのご報告

人材力診断を社内の人材育成制度に
組み込み、現場への展開に向けて、ご
支援をします。
　・人材育成計画書の作成　など

【分析評価　アウトプットイメージ例】

ステップ０

ご相談（無料）

Windows Server 2008 の
サーバーの計画と管理
（5日間）210,000円
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